
6月は男女共同参画推進月間
『「男」である前に、「女」である前に。わたしは、わたし。』

特集

しっかり手を洗ってしっかり手を洗って
　　感染症を防ぎましょう！！　　感染症を防ぎましょう！！
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男
女
共
同
参
画
社
会
っ
て
？

男
女
共
同
参
画
社
会
っ
て
？

　
「
さ
す
が
男
は
は
っ
き
り
し
て

い
て
凛
々
し
い
」「
さ
す
が
女
ら

し
い
心
配
り
」「
男
は
仕
事
が
第

一
だ
」「
女
は
家
事
、
育
児
、
介

護
が
優
先
だ
」
と
思
っ
た
り
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

こ
の
よ
う
に
、
誰
も
が
持
っ
て

い
る
「
男
ら
し
さ
、
女
ら
し
さ
」

の
イ
メ
ー
ジ
や
考
え
方
を
ジ
ェ
ン

ダ
ー
と
言
い
ま
す
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー

は
、
生
ま
れ
育
っ
た
環
境
、
保
育

や
教
育
、
職
場
環
境
、
メ
デ
ィ
ア

環
境
な
ど
の
社
会
制
度
や
慣
行
の

中
で
、
私
た
ち
の
中
に
、
伝
統
、

慣
習
、
常
識
、
道
徳
、
規
範
、
理

想
な
ど
と
し
て
培
わ
れ
、
浸
透
し

て
い
ま
す
。「
男
女
共
同
参
画
社

会
基
本
法
」
は
、
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
が
身
に
つ
け
て
い
る
ジ
ェ
ン

ダ
ー
に
気
づ
き
、
そ
れ
に
と
ら
わ

れ
る
こ
と
な
く
、
誰
も
が
社
会
の

対
等
な
構
成
員
と
し
て
尊
重
さ
れ
、

政
治
的
、
経
済
的
、
社
会
的
お
よ

び
文
化
的
利
益
を
享
受
し
、
か
つ

そ
の
責
任
を
担
う
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
、
自
ら
の
意
思
に
よ
っ
て
、
家

庭
、
地
域
、
職
場
な
ど
の
あ
ら
ゆ

る
分
野
の
活
動
に
参
画
で
き
る
よ

う
に
、
自
分
自
身
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー

に
敏
感
に
な
り
、
変
容
し
て
い
く

こ
と
が
男
女
共
同
参
画
社
会
実
現

へ
の
第
一
歩
で
す
。

６
月
は
男
女
共
同
参
画
推
進
月
間

『「
男
」で
あ
る
前
に
、

『「
男
」で
あ
る
前
に
、 「
女
」で
あ
る
前
に

「
女
」で
あ
る
前
に 

。。

　
　
　
　
　
わ
た
し
は
、
わ
た
し
。』

　
　
　
　
　
わ
た
し
は
、
わ
た
し
。』

　男女共同参画社会とは、「男だから、女だから」　男女共同参画社会とは、「男だから、女だから」
といった、性別によって固定化された役割にとといった、性別によって固定化された役割にと
らわれず、すべての人が個性と能力を発揮できらわれず、すべての人が個性と能力を発揮でき
る社会のことです。1999年6月にる社会のことです。1999年6月に「男女共同「男女共同
参画社会基本法」参画社会基本法」が制定・施行されてから、毎が制定・施行されてから、毎
年6月を男女共同参画推進月間として定めてい年6月を男女共同参画推進月間として定めてい
ます。ます。
　お互いの人権を尊重し、認め合い、協力し合　お互いの人権を尊重し、認め合い、協力し合
う社会を作っていくためには私たち一人ひとりう社会を作っていくためには私たち一人ひとり
の取り組みが必要です。の取り組みが必要です。
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フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
会
員
数
や
、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
育
成
講
座
受
講
者
数
は
目
標

値
を
上
回
っ
て
お
り
、
子
育
て
や

介
護
を
す
る
た
め
の
環
境
整
備
が

進
ん
で
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
ま

す
。

　

一
方
で
、
自
治
会
長
や
地
域
減

災
リ
ー
ダ
ー
に
占
め
る
女
性
の
割

合
は
、
目
標
値
を
ま
だ
ま
だ
下
回

っ
て
い
ま
す
。
意
思
決
定
の
場
な

ど
に
お
い
て
、
女
性
の
参
画
が
ま

だ
ま
だ
進
ん
で
い
な
い
現
状
が
伺

え
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
日

本
全
体
に
も
当
て
は
ま
り
ま
す
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
と

呼
ば
れ
る
、
男
女
格
差
を
示
す
指

数
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ

ム
が
毎
年
公
表
し
て
い
る
も
の
で
、

「
経
済
」「
教
育
」「
健
康
」「
政
治
」

の
４
分
野
に
お
け
る
男
女
格
差
を

数
値
化
し
、
世
界
各
国
と
比
較
し

て
い
る
も
の
で
す
。
２
０
１
９
年

版
の
日
本
の
総
合
順
位
は
、
調
査

対
象
と
な
っ
た
１
５
３
か
国
の
う

ち
、
１
２
１
位
で
あ
り
、
過
去
最

低
の
順
位
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。（
前
年
は
１
１
０
位
）

　

日
本
の
順
位
を
引
き
下
げ
て
い

る
要
因
が
、
特
に
「
経
済
」「
政

治
」
分
野
で
の
低
迷
で
す
。「
政

治
」
分
野
に
お
い
て
は
、
世
界
の

　韮崎市では、 「韮崎市男女共同参画推進条例」の基本理念に基づき、平成 25年に「第２次男女共同
参画推進計画 男（ひと）と女（ひと）、 ともに煌く夢プラン」を策定し、「男女が互いに協働するまち・
韮崎」を目標とした具体的な施策の方向を打ち出しました。近年の推進状況は次のとおりです。

韮崎市男女共同参画推進状況の推移

➡
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数

※指数が１に近いほど、男女格差が少ない

※次回計画策定時にアンケート調査等により、実態把握をすることで目標との比較をするものなので空欄となっています。

分野 指数 順位（153か国中）

日
本
の
状
況（
２
０
１
９
）

総　合 0.652 121 位

①政治 0.049 144 位

②経済 0.598 115 位

③教育 0.983 91 位

④健康 0.979 40 位

基本
目標 項　目 実 績

H26年度
実 績
H27年度

実 績
H28年度

実 績
H29年度

実 績
H30年度

目 標
R4年度

1

韮崎市男女共同参画推進
条例の浸透※ ― ― ― ― ― 50.0%

「男は仕事、女は家庭」と
考える市民の割合※ ― ― ― ― ― 35.0%

2

「男性が家事・育児を行うこ
と」に賛成する男性の割合※ ― ― ― ― ― 家事 90.0%

育児 90.0%

ファミリーサポート
センター会員数   432 人   439 人   310 人   371 人   397 人   300 人

認知症サポーター養成講座
受講者数（累計） 2,528 人 3,080 人 3,991 人 4,426 人 5,003 人 1,300 人

3

市の審議会等における
女性委員の割合 23.7% 23.6% 27.2% 29.4% 30.9% 30.0%

自治会長に占める女性の
割合   1.0%   3.0%   1.0%   2.0%   1.0%   5.0%

地域減災リーダーに占める
女性の割合 29.8% 20.2% 18.9% 21.8% 21.8% 50.0%

4

25～40歳（子育て世代）に
おける女性の就業率※ ― ― ― ― ― 70.0%

男性職員の育児休業取得率
（韮崎市）      0%      0%      0%      0%      0% 10.0%

管理職（一般行政職）に
占める女性の割合      0%      0%      0% 11.4% 16.1% 10.0%

5

特定健診受診率
（40～74歳） 37.2% 38.2% 37.1% 47.8% 38.4% 60.0%

乳がん、子宮頸がんの
検診受診率

乳がん　 　17.1%
子宮頸がん 16.3%

乳がん　 　20.1%
子宮頸がん 14.8%

乳がん 　　20.0%
子宮頸がん 12.7%

乳がん　 　22.4%
子宮頸がん 18.5%

乳がん　 　22.0%
子宮頸がん 17.7%

乳がん　　 50.0%
子宮頸がん 50.0%

ＤＶ防止法周知度※ ― ― ― ― ― 50.0%

中
で
ワ
ー
ス
ト
10
に
ラ
ン
ク
イ
ン

し
て
い
る
ほ
ど
で
す
。
世
界
か
ら

見
る
と
、
日
本
は
「
男
女
差
別
が

大
き
い
国
」
と
い
う
印
象
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
我
が
国
が
抱
え
る

問
題
を
解
消
し
て
い
く
た
め
に
は
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
意
識
を
根

本
か
ら
変
え
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

ま
ず
は
身
近
な
地
域
か
ら
、
性

別
に
関
わ
り
な
く
、
男
性
も
女
性

も
共
に
活
躍
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
特
集
記
事
の
監
修

今
年
度
市
男
女
共
同
参
画
推
進

ア
ド
バ
イ
ザ
ー  

望
月　

理
子
氏

市市のの男女共同参画推進状況男女共同参画推進状況をを公開します！公開します！
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テーマ：「災害時における地域の助け合い」
　自然災害が全国各地で起こり、私たちはいつ災害に巻き込まれるかわかりませ
ん。昨年10月には台風19号により、市内でも被害が出るなど、緊迫した状況を
経験しました。
　このような経験を通して、改めて普段からの備えの重要性や地域で助け合うこ
との大切さを実感した方も多いのではないでしょうか。
　推進委員会は地域住民の立場から、災害時に家庭内や地域内にいる避難行動の
できない人を、どう支援できるかについて考え、「災害時に地域で助け合うこと
のできるまちづくり」を目指すため、このテーマに取り組み、検討結果を市長へ
提言しました。

　〈活動内容〉
　　①男女共同参画に関する基本的学習　　　　②テーマに基づいたグループ活動
　　③男性のための料理教室の開催　　　　　　④男女共同参画モデル家庭の認定
　　⑤男女共同参画フォーラムの開催　　　　　⑥活動の成果を市長に提言

令和元年度の具体的な取り組み内容令和元年度の具体的な取り組み内容（実績）（実績）

⬇男女共同参画フォーラムでの寸劇
　（毎年とても好評です）

韮
崎
市
男
女
共
同
参
画

韮
崎
市
男
女
共
同
参
画

　
　
　
　
　
推
進
委
員
会

　
　
　
　
　
推
進
委
員
会

  

委
員　

清
水
雅
美
さ
ん

　

平
成
30
年
度
か
ら
委
員
に
な
り
、

昨
年
は
副
委
員
長
と
し
て
活
動
を

し
て
き
ま
し
た
。

　

私
は
「
一
人
ひ
と
り
が
自
分
ら

し
さ
を
出
し
て
活
躍
す
る
こ
と
」

が
男
女
共
同
参
画
の
ス
タ
ー
ト
だ

と
思
い
ま
す
。
市
の
計
画
を
策
定

す
る
委
員
に
選
出
さ
れ
た
際
、
会

議
の
場
で
、
性
別
や
年
齢
に
関
係

な
く
意
見
を
交
わ
し
合
い
、
お
互

い
を
尊
重
し
、
受
け
入
れ
な
が
ら

計
画
を
作
る
様
子
に
、
韮
崎
市
は

男
女
の
協
働
が
進
ん
で
い
る
と
感

じ
ま
し
た
。「
男
女
平
等
を
目
指

そ
う
」
と
い
う
呼
び
か
け
を
す
る

の
で
は
な
く
、
一
人
ひ
と
り
が
自

発
的
に
活
動
し
た
結
果
、
性
別
に

関
係
な
く
、
誰
も
が
輝
け
る
地
域

を
目
指
し
て
い
く
こ
と
が
男
女
共

同
参
画
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
18
年
４
月
に
韮
崎
市

男
女
共
同
参
画
社
会
推
進
条

例
が
施
行
さ
れ
、
委
員
会
が

設
立
さ
れ
て
以
来
、
活
動
の

成
果
を
２
年
に
一
度
市
長
に

提
言
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、「
男
女

共
同
参
画
」
と
い
う
言
葉
自

体
と
、
そ
の
理
念
や
目
的
を

理
解
し
に
く
い
一
面
が
あ
り
、

推
進
委
員
会
の
活
動
テ
ー
マ

も
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
留
ま
る
状

況
で
し
た
。
そ
こ
で
東
日
本

大
震
災
を
教
訓
に
市
で
「
男

女
が
互
い
に
認
め
合
い
、
協

働
す
る
ま
ち
・
に
ら
さ
き
」

を
目
的
と
し
た
第
２
次
男
女

共
同
参
画
推
進
計
画
が
打
ち

出
さ
れ
た
こ
と
に
合
わ
せ
て
、

地
域
の
活
性
化
や
人
と
の
つ

な
が
り
が
重
要
視
さ
れ
る
今
、

身
近
な
暮
ら
し
の
中
で
「
こ

う
す
れ
ば
も
っ
と
よ
く
な
る
、

快
適
に
な
る
」
と
い
う
こ
と

を
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
組
む

こ
と
と
し
ま
し
た
。

韮
崎
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
の
取
り
組
み

韮
崎
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
の
取
り
組
み

〜
身
近
な
暮
ら
し
の
課
題
を
と
ら
え
る
〜　

〜
身
近
な
暮
ら
し
の
課
題
を
と
ら
え
る
〜　

⬆活動の成果を市長に提言
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　  　  ＤＶ　　　　　　　　　　ＤＶ　　　　　　　　　　・・　
デートＤＶデートＤＶ　　　　　　　　　　　　　　　　　　について知ろう！について知ろう！

　

暴
力
と
い
っ
て
も
、
殴
る
な
ど

の
身
体
的
な
も
の
以
外
に
も
、
次

の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
が
あ

り
ま
す
。

●
身
体
的
な
も
の

・
平
手
で
打
つ
、
足
で
蹴
る

・
刃
物
な
ど
の
凶
器
を
突
き
つ
け

　

る
・
物
を
投
げ
つ
け
る

・
髪
を
引
っ
張
る
、
引
き
ず
り
ま

　

わ
す

●
精
神
的
な
も
の

・「
誰
の
お
か
げ
で
生
活
で
き
る

　

ん
だ
」「
甲
斐
性
な
し
」
な
ど

　

と
馬
鹿
に
す
る

・
実
家
や
友
人
と
付
き
合
う
の
を

　

制
限
し
た
り
、
電
話
や
手
紙
を

　

細
か
く
チ
ェ
ッ
ク
す
る

・
人
前
で
辱
め
る
よ
う
な
こ
と
を

　

言
う

・
大
切
に
し
て
い
る
も
の
を
壊
し

　

た
り
、
捨
て
る

・
殴
る
ふ
り
を
し
て
脅
か
す

●
性
的
な
も
の

・
見
た
く
な
い
ポ
ル
ノ
ビ
デ
オ
や

　

ポ
ル
ノ
雑
誌
を
見
せ
る

・
避
妊
に
協
力
し
な
い

・
嫌
が
っ
て
い
る
の
に
性
行
為
を

　

強
要
す
る

●
経
済
的
な
も
の

・
生
活
費
を
渡
さ
な
い

・
外
で
働
く
な
と
言
っ
た
り
、
仕

　

事
を
辞
め
さ
せ
た
り
す
る

問
題
１

　

女
性
に
対
す
る
暴
力
の

撲
滅
を
象
徴
す
る
ア
ウ
ェ

ア
ネ
ス
・
リ
ボ
ン
(
身
に

着
け
る
こ
と
で
、
支
援
や

賛
同
を
表
す
方
法
と
し
て

使
わ
れ
る
リ
ボ
ン
)
の
色

は
、
次
の
内
ど
れ
で
し
ょ

う
か
？

①
ピ
ン
ク

②
パ
ー
プ
ル

③
オ
レ
ン
ジ

問
題
２

　

配
偶
者
暴
力
防
止
法
に

お
け
る
「
配
偶
者
か
ら
の

暴
力
」
の
対
象
に
な
る
関

係
は
、
次
の
内
ど
れ
で

し
ょ
う
か
？

①
事
実
婚
関
係
に
あ
る　

　

男
女

②
同
棲
し
て
い
る
彼
氏
・

　

彼
女

③
離
婚
し
た
元
夫
・
元
妻

■
問
題
１

答
え　

②

　

解
説
：「
女
性
に
対
す
る
暴
力

根
絶
の
シ
ン
ボ
ル
」
は
パ
ー
プ
ル

リ
ボ
ン
で
す
。
な
お
、
ピ
ン
ク
リ

ボ
ン
は
「
乳
が
ん
の
正
し
い
知
識

を
広
め
る
た
め
の
シ
ン
ボ
ル
」、

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
は
「
児
童
虐
待

防
止
の
シ
ン
ボ
ル
」
で
す
。

　

ち
な
み
に
、
11
月
は
児
童
虐
待

防
止
推
進
月
間
、
同
月
12
日
か
ら

25
日
が
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を

な
く
す
運
動
」
期
間
で
、
令
和
元

年
度
は
双
方
の
連
携
の
象
徴
と
し

て
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
と
オ
レ
ン
ジ

リ
ボ
ン
を
組
み
合
わ
せ
た
「
Ｗ
リ

ボ
ン
バ
ッ
ジ
」
が
作
成
さ
れ
ま
し

た
。
Ｄ
Ｖ
が
起
き
て
い
る
家
庭
で

は
、
同
時
に
子
ど
も
に
対
す
る
暴

力
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
、

Ｄ
Ｖ
と
虐
待
に
は
深
い
関
係
が
あ

り
ま
す
。

■
問
題
２

答
え　

①
・
②
・
③
（
全
部
）

解
説
：
配
偶
者
暴
力
防
止
法
に

お
け
る
「
配
偶
者
」
に
は
、
事
実

婚
関
係
に
あ
る
男
女
も
含
み
ま
す
。

ま
た
、
平
成
25
年
の
改
正
に
よ
り

適
用
範
囲
が
拡
大
さ
れ
、
同
棲
し

て
い
る
恋
人
か
ら
の
暴
力
に
つ
い

て
も
、
こ
の
制
度
の
対
象
と
な
り

ま
し
た
。
当
然
、
被
害
者
が
男
性

の
場
合
も
、
こ
の
法
律
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

配
偶
者
や
恋
人
か
ら
の

暴
力
に
悩
ん
で
い
る
方
へ

　
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
に

　
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

　

配
偶
者
や
恋
人
と
い
る
と
怖
い

と
感
じ
た
り
、
緊
張
し
た
り
し
て

い
ま
せ
ん
か
。
相
談
し
て
み
る
こ

と
で
、
一
人
で
は
気
づ
か
な
か
っ

た
解
決
方
法
が
見
つ
か
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

◆
Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ
電
話
番
号

☎
０
５
７
０-

０-

５
５
２
１
０

　

お
近
く
の
相
談
窓
口
に
自
動
転

送
さ
れ
ま
す
。

※
相
談
時
間
は
、
各
機
関
の
相
談

　

受
付
時
間
内
に
限
り
ま
す
。

◆
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
被
害
者

　
　
　
　
　
　

支
援
情
報
サ
イ
ト

　

今
か
ら
２
問
の
ク
イ
ズ
を
出

題
し
ま
す
。
考
え
て
自
分
の
回

答
を
決
め
て
か
ら
、
答
え
と
解

説
を
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

（ドメスティックバイオレンス）（ドメスティックバイオレンス）

（恋人からの暴力）（恋人からの暴力）
　市の男女共同参画推進計画の基本目標の一つに「人権が尊重される社会の形成」
があり、DVをはじめとする暴力の予防と根絶が位置付けられています。
　ＤＶとは、配偶者や恋人など、親密な関係の中で起きる暴力のことです。女性の約３人に１人、
男性の約５人に１人は、配偶者から被害を受けたことがあり、女性の約７人に１人は何度も被害を
受けています。また、子どもの前で暴力を振るうことは虐待の一つでもあります。

答
え
と
解
説

こ
こ
で
ク
イ
ズ
！
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財政状況

韮崎市の
財政状況を公表

　令和2年度の一般会計当初予算と各種主要事業については、広報4月号にてお知らせしましたので、今回
は予算の推移を年度ごとに見ていきます。

　市税については、企業の景況感の悪化などにより全体的に落
ち込み、前年度比で約2億3千万円の減額、地方交付税につい
ては、市税の減収により、約6億5千万円増額した予算額を計
上しています。
　市債借入額については、普通交付税の振替財源である臨時財
政対策債が増加したことに伴い、前年度比で約1億1千万円増
額して計上しています。
　なお、歳入に占める自主財
源（市税や使用料等の市が自
主的に収入を得ることができ
る財源）比率については、市
税の収入減により、前年度比
で5.6ポイント低下していま
す。  

歳入予算額の推移

令和2年度当初予算状況

主な歳入の経緯

　この「財政状況の公表」は、市の財政がどのように運営され、どのような状況にあるかを市民の
皆さんに広く知っていただくため、毎年6月と11月の広報により公表しているものです。
　今回は、令和2年度当初予算の編成状況のほか、令和元年度最終予算の状況について、その概要
を公表します。
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財政状況

　教育費は、市営総合運動場整備に係る現況調査
や小学校体育館トイレの洋式化改修などにより、
前年度比約1億9千万円増額しています。また、
商工費については、上ノ山・穂坂地区工業団地へ
立地した企業に対する助成金の増などにより約1
億円増額しています。
　一方、民生費は、民間保育施設整備費補助金の
減などにより、約1億8千万円減額しています。

　令和2年度から会計年度任用職員制度が開始さ
れ、給料などを支払う科目が変更となり、人件費
が増加し、物件費が減少しています。
　また、下水道事業特別会計および簡易水道事業
特別会計が公営企業会計に移行したことにより、
公営企業会計への補助金が増加し、特別会計への
繰出金が減少しています。

市の経費を行政目的によって分けた場合

市の経費を経済的性質によって分けた場合

歳出予算額【目的別】の推移

歳出予算額【性質別】の推移

議会費 市議会議員の報酬や市議会の活動に必要な経費

総務費 庁舎や財産の維持管理、税金の収納、戸籍管理、選挙、
統計などに必要な経費

民生費 高齢者、障がい者、児童などの福祉の増進に必要な経費

衛生費 健康診断やごみ処理など、保健や環境衛生のための経費

農林水
産業費

農業・畜産の振興や基盤整備などに必要な経費

土木費 道路や河川、公園などの整備・維持管理のための経費

消防費 消防団の活動や消防施設の整備、災害対策などに必要な
経費

教育費 小・中学校の運営や生涯学習・スポーツの振興などに必
要な経費

公債費 市債（市の借金）を返済するための経費

商工費 商工業や観光の振興などに必要な経費

労働費 労働者福祉対策、雇用対策などに必要な経費

人件費 市の職員の給料や各種委員の報酬等の経費

物件費 指定管理委託料、光熱水費等の需用費など消費的性
質をもつ経費

扶助費 生活保護、児童手当、医療費助成など住民福祉を支
えるための経費

補助費等 峡北広域行政事務組合や企業会計、各種団体への負
担金、補助金の経費

普通建設
事業費

道路や水路整備、教育施設整備などの工事等の経費

公債費 市債（市の借金）を返済する経費

繰出金 国民健康保険特別会計、介護保険特別会計等の運営
を支援する経費

積立金 基金（市の貯金）に積み立てる経費

維持補修費 建物やインフラ資産を修理する経費
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市民サービス額
488,326 円

市税負担額
193,737 円 固定資産税　83,794 円 軽自動車税　4,412 円

入湯税　　　　339 円
都市計画税　1,201 円

～
市たばこ税　8,029 円

財政状況

　市債の残高については、令和元年度は防災行政無線の
デジタル化推進事業、地域体育館建設事業など投資的事
業が集中したことや、法人税の減収を補てんするために
減収補てん債を発行したことにより、平成30年度と比
較すると 7 億円増加しています。しかし、 元利償還金

（借金返済額）が地方交付税にて措置される地方債を優
先的に借り入れているため、「地方交付税で措置される
額」も6億円増加となり、「実質償還残高」は、1億円の
増加となります。
　なお、市債は市の借金であるため、発行については、
より一層の注意を払っていきます。 

特
別
会
計

企
業
会
計

令和元年度末（見込）
市民一人あたりの借金残高は110万2千円（対前年度比4万1千円増）
地方交付税で措置される額を除く残高は48万4千円（対前年度比7万3千円減）
となる見込です。

（単位：千円） （単位：千円）

（単位：千円）

会計名 予算額 うち一般会計繰入金

国民健康保険 3,117,253 205,511

後期高齢者医療 351,811 81,734

介護保険 2,617,188 439,125

会計名 予算額 うち一般会計繰入金

介護サービス事業 6,329 4,447

恩賜林保護財産区
（第一鈴嵐外5会計） 1,155 ー

青木御座石財産区 285 ー

特別会計と企業会計の令和2年度当初予算状況

市債（市の借金）残高の状況

令和2年度当初予算における市民一人当たりの市民サービス額と市税負担額

※一般会計歳出総額を4月1日現在の人口（29,124人）で割った額を市民サービス額としています。
※市税総収入額を4月1日現在の人口で割った額を市税負担額としています。

企業会計名 区分 予算現額 収入のうち
一般会計補助金 資本的収支補てん財源

市立病院事業

収益的収入 2,444,437

250,048 過年度損益勘定留保資金 44,077 
収益的支出 2,642,480
資本的収入 164,046
資本的支出 208,123

水道事業

収益的収入 902,697

224,187 

当年度消費税及び地方
消費税資本的収支調整額 11,290

収益的支出 902,697
資本的収入 278,973

過年度損益勘定留保資金 151,298
資本的支出 441,561

簡易水道事業

収益的収入 18,568

10,946 当年度損益勘定留保資金 1,597 
収益的支出 18,568
資本的収入 1,596
資本的支出 3,193

下水道事業

収益的収入 827,631

624,957 

当年度消費税及び地方
消費税資本的収支調整額 5,463

収益的支出 824,731
資本的収入 697,797

当年度損益勘定留保資金 312,159
資本的支出 1,015,419

市民税　95,962 円
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財政状況

（単位：千円）令和元年度主な繰越事業令和2年３月31日現在（単位：千円）

　予算は年度ごとに決められていますが、特殊な事情等で年度内に支出で
きない場合、議会の承認を経て翌年度に予算を執行することができます。
これを予算の繰越といいます。
　令和元年度の繰越事業は、主に普通建設事業費であり、関係機関との協
議、建築資材の調達に不測の事態が生じたことなどにより、工期が延長に
なった事業を繰り越すものです。

（単位：千円）

会計名 最終予算現額 支出済額 差引額

一般会計 14,948,978 11,383,039 3,565,939

特別会計 7,433,004 6,913,137 519,867

内
　
　
訳

国民健康保険 3,142,437 3,075,168 67,269

後期高齢者医療 323,990 265,073 58,917

簡易水道 22,811 18,014 4,797

下水道事業 1,374,581 1,324,149 50,432

介護保険 2,560,325 2,223,388 336,937

介護サービス事業 6,215 5,615 600

恩賜林保護財産区
（第一鈴嵐外５会計）

2,360 1,610 750

青木御座石財産区 285 120 165

合　　計 22,381,982 18,296,176 4,085,806

事業名 金額

庁舎管理費 15,796 

県営畑地帯総合土地改良事業費 27,955 

県営中山間地域総合整備事業費 12,675

県営経営体育成基盤整備事業費 36,000

県営農業競争力強化整備事業費 44,250

県営農村地域防災減災事業費 10,780

市単独道路整備事業費 14,906

市道穂坂97号線道路整備事業費 23,870

堀切橋拡幅整備事業費 127,085

小学校施設管理事業費 6,281

小学校ICT環境整備事業費 51,470 

中学校ICT環境整備事業費 20,860 

大村家住宅リノベーション事業費 158,500 

農地等災害復旧事業費 58,580

その他（県営かんがい排水事業費、
県営広域農道整備事業費、県営農
業用河川工作物等応急対策事業費）

10,779

繰越事業費計 619,787 

企業会計名 区分 最終予算現額 執行済額 資本的支出等補てん財源 業務量

韮崎市立
病院事業

収益的収入 2,413,144 2,507,774
過年度損益勘定
留保資金 54,295

延患者数（人）

収益的支出 2,513,169 2,447,567 入　　　　院
うち包括ケア
う  ち  介  護
外　　　　来

計

45,674
12,107
3,767

61,170
106,844

資本的収入 187,473 180,422 当年度消費税及
び地方消費税資
本的収支調整額

423
資本的支出 235,191 235,140

韮 崎 市
水道事業

収益的収入 902,815 915,833
過年度損益勘定
留保資金 124,074 配 水 量（㎥）

有収水量（㎥）
給水戸数（戸）
給水人口（人）

4,510,292
3,094,885

11,486
25,929

収益的支出 902,815 874,279

資本的収入 393,469 380,786 当年度消費税及
び地方消費税資
本的収支調整額

16,878
資本的支出 549,870 521,738

令和元年度最終予算状況

令和元年度最終予算状況
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各種手当額の変更・児童手当の現況届・成人式

　

児
童
手
当
の
現
況
届
は
、
受
給

者
の
様
々
な
状
況
を
確
認
し
、
適

正
に
児
童
手
当
を
支
給
す
る
た
め

に
大
変
重
要
な
届
出
で
す
。

　

現
況
届
の
提
出
が
な
い
場
合
は
、

支
給
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す

の
で
、
必
ず
提
出
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
提
出
の
対
象
者

　

現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
し
て

い
る
全
て
の
方
（
公
務
員
を
除
く
）

※
対
象
者
に
は
「
現
況
届
」
を
送

　

付
し
ま
す
の
で
、
期
限
内
に
必

　

ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
５
月
以
降
に
初
め
て
韮
崎
市
に

申
請
し
た
方
（
５
月
に
第
一
子

が
生
ま
れ
た
方
、
ま
た
は
５
月

に
転
入
し
た
方
）
は
対
象
外
で

す
。

■
提
出
書
類

・
現
況
届

※
今
回
か
ら
、
受
給
者
の
健
康
保

　

険
証
の
写
し
は
不
要
で
す
。

※
そ
の
他
、
受
給
理
由
に
特
別
な

　

事
由
が
あ
る
方
は
、
必
要
に
応

　

じ
て
書
類
を
提
出
し
て
い
た
だ

　

く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
提
出
期
限　

６
月
30
日 (

火
）

■
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課
子
育
て
支
援
担
当

（
内
線
１
７
５
・
１
７
９
）

　全国消費者物価指数の変動にともない、令和2年度の手当額が下表のとおり変更されます。
　特別児童扶養手当・特別障害者手当・障害児福祉手当の受給には所得制限があります。
　そのため、これらの手当を受給している方は、毎年、所得状況届を提出していただく必要があります。
　8月上旬に対象者の方へ、市から届出用紙を送付しますので、指定期日までに提出をお願いします。
　所得状況届の提出がない場合には、8月以降の手当が差し止められることもありますのでご注意ください。

■問い合わせ　福祉課 障がい・生活保護担当（内線176）

特別児童扶養手当･特別障害者手当･障害児福祉手当の額を変更

平成31（令和元）年度
（令和2年3月まで）

令和2年度
（令和2年4月分から） 支給月

特別児童扶養手当（１級） 52,200円 52,500円
4・8・11月

特別児童扶養手当（２級） 34,770円 34,970円

特別障害者手当 27,200円 27,350円 2・5・8・11月

障害児福祉手当 14,790円 14,880円 2・5・8・11月

※特別児童扶養手当は、令和2年8月支払（令和2年4月～7月分）から変更になります。
※特別障害者手当・障害児福祉手当は、令和2年５月支払（令和2年2・3月分は変更前の額、令和2年4月分は
　変更後の額）から変更になります。

　

新
た
な
門
出
を
祝
う
式
典
後
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
等
を
プ
ロ
デ
ュ

ー
ス
し
、
20
歳
の
思
い
出
を
自
分

た
ち
の
手
で
作
り
上
げ
て
み
ま
せ

ん
か
？

　

気
の
合
う
仲
間
や
個
人
で
の
参

加
も
大
歓
迎
で
す
。

■
応
募
資
格

　

令
和
３
年
１
月
10
日
（
日
）
開

催
の
市
の
成
人
式
に
出
席
（
平
成

12
年
４
月
２
日
~
平
成
13
年
４
月

１
日
生
）
す
る
者
で
、
平
日
19
時

か
ら
市
役
所
等
で
数
回
行
う
、
実

行
委
員
会
に
参
加
で
き
る
者

■
募
集
定
員

10
名
程
度

■
応
募
方
法

　

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電

話
番
号
（
携
帯
可
）、
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
を
記
入
し
郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル
又
は
窓
口
で
直
接
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
応
募
期
限

６
月
30
日
（
火
）

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
　

教
育
課
生
涯
学
習
担
当

（
内
線
２
６
７
）

﹁
児
童
手
当
﹂の
受
給
継
続
に
は
、

﹁
児
童
手
当
﹂の
受
給
継
続
に
は
、

　
　
　
　
現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
！

　
　
　
　
現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
！

令
和
３
年
韮
崎
市

成
人
式

企
画
・
演
出
す
る

　
　

新
成
人
を

募
集
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中山間地域直接支払制度

　

令
和
元
年
度
に
実
施
し
た

集
落
の
活
動
状
況
を
中
山
間

地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
実

施
要
領
第
12
お
よ
び
同
実
施

要
領
の
運
用
第
16
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。

■
概
要

　

平
地
に
比
べ
自
然
的
・
経

済
的
・
社
会
的
条
件
が
不
利

な
中
山
間
地
域
等
に
お
い
て
、

農
業
者
の
高
齢
化
・
耕
作
放

棄
地
の
増
加
が
深
刻
化
す
る

中
、
担
い
手
農
業
者
の
確
保

や
農
地
の
多
面
的
機
能
を
確

保
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と

し
た
集
落
の
取
り
組
み
に
対

し
、
国
・
県
・
市
が
支
援
す

る
制
度
で
す
。

■
要
件

　

特
定
農
山
村
法
な
ど
の
地

域
振
興
８
法
地
域
の
傾
斜
農

用
地
を
対
象
に
、
該
当
す
る

集
落
と
市
が
５
年
以
上
継
続

し
て
行
わ
れ
る
農
業
生
産
活

動
等
を
定
め
た
集
落
協
定
を

締
結
し
、
取
り
組
み
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

産
業
観
光
課

　
　
　
　
　

農
林
振
興
担
当

（
内
線
２
２
３)

農地の賃借料を公表
　平成31年1月から令和元年12月までに締結（公
告）された賃貸借における賃借料水準（10a当た
り）を別表２のとおり公表します。
※この情報はあくまで参考であり、実際の契約に関

する賃貸料は、貸し手・借り手がよく話し合って
決めてください。

■問い合わせ　農業委員会事務局（内線 226）

農作業雇用労賃【標準額】を決定
　令和2年度の農作業雇用労賃【標準額】を別表１
のとおり決定しました。
※標準的な料金を示すものであり、圃場条件や作業

条件などを勘案して当事者間の協議により決定す
ることを前提としています。作業項目にない作業
についても協議のうえで決定してください。

地域
区分

協　定
集落名

認　定
年月日

協定参加者（人） 協定農用地
交付金額（円）

配分割合（％）
農業生産活動等の実施状況

農業者 非農業者 面積（㎡） 共同活動 農業者

特認
地域 三ツ澤 H27.9.25 105 30 143,069 2,380,469 100 0

・農地法面の崩壊の未然防止等 
・水路、農道等の維持管理等 
・景観作物の作付け等

特認地域合計（Ａ） 105 30 143,069 2,380,469

法指定
地域

折　居 H27.9.25 47 8 108,247 1,818,549 50 50
・耕作放棄地対策等 
・水路、農道等の維持管理等 
・周辺林地の下草刈り等

御　杉 H27.9.25 32 1 98,499 1,654,783 50 50
・農地法面の崩壊の未然防止等 
・水路、農道等の維持管理等 
・周辺林地の下草刈り等

武　田 H27.9.25 41 0 91,643 1,539,602 50 50
・農地法面の崩壊の未然防止等 
・水路、農道等の維持管理等 
・景観作物の作付け等

北宮地 H27.9.25 44 29 166,297 2,793,789 50 50
・農地法面の崩壊の未然防止等 
・水路、農道等の維持管理等 
・周辺林地の下草刈り、景観作物の作付け等

上円井 H27.9.25 66 0 293,673 6,167,133 60 40
・農地法面の崩壊の未然防止等 
・水路、農道等の維持管理等 
・周辺林地の下草刈り等

下円井 H27.9.25 30 6 63,194 1,061,659 50 50
・農地法面の崩壊の未然防止等 
・水路、農道等の維持管理等 
・周辺林地の下草刈り等

中　谷 H27.9.25 50 10 134,352 3,443,922 50 50
・農地法面の崩壊の未然防止等 
・水路、農道等の維持管理等 
・周辺林地の下草刈り、棚田オーナー制度実施等

入戸野 H27.9.25 24 4 75,358 1,266,014 50 50
・農地法面の崩壊の未然防止等 
・水路、農道等の維持管理等 
・周辺林地の下草刈り等

鍋　山 H27.9.25 48 0 217,415 3,652,572 50 50
・農地法面の崩壊の未然防止等 
・水路、農道等の維持管理等 
・景観作物の作付け等

青　木 H27.9.25 59 66 115,824 1,945,843 50 50
・農地法面の崩壊の未然防止等 
・水路、農道等の維持管理等 
・周辺林地の下草刈り等

法指定地域合計（Ｂ） 441 124 1,364,502 25,343,866
総合計（Ａ）＋（Ｂ） 546 154 1,507,571 27,724,335

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
の
概
要
お
よ
び
実
施
状
況

区分 単位 作業内容 標準額

耕　耘 10ａ
耕起　　 8,000円
代掻（耕起してある場合） 8,000円
代掻（耕起してない場合） 16,000円

機械田植え 10ａ 8,000円
稲刈り（バインダー） 10ａ （ヒモ代別）　 8,000円
脱穀（ハーベスタ） 10ａ 8,500円

コンバイン作業 10ａ 刈取り脱穀（ヒモ代別） 17,500円

乾燥・籾摺り 30㎏
乾燥（米） 600円
乾燥（麦） 700円
籾摺り 300円

一般農作業 1日 ８時間 7,200円

※労働時間は、1日8時間を基準とする。
※機械作業は、燃料代を含むものとする。

※１　データ数は、集計に用いた筆数です。
※２　斜線部分は、データ数が少ないため算出できません。5件以上の
　　　データを基に算出しております。
※３　賃借料は、算出結果を四捨五入し100円単位で表したものです。

[別表1]  令和2年度農作業雇用労賃（標準額） [別表2]  韮崎市賃借料情報
対象の部 地域名 平均額 最高額 最低額 データ数

田（水稲）

韮崎市
全域

6,600円 10,000円 3,100円 30

畑・普通畑 9,200円 12,300円 6,300円 7

畑・樹園地 
（桃・葡萄・林檎） 17,000円 27,200円 5,600円 139

畑・樹園地 
（その他果樹）

牧草畑
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ダメ！不法焼却・民間宅地開発

ご
注
意
く
だ
さ
い

ご
注
意
く
だ
さ
い
‼‼

    
ダ
メ
ダ
メ
！！
不
法
焼
却
（
野
焼
き
）

不
法
焼
却
（
野
焼
き
）

　
△
例
外
で
認
め
ら
れ
て

　
　
　
　
　
　
い
る
焼
却
△

　
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
法
律
施
行
令
」
の
例
外
規

定
で
あ
る
焼
却
（
野
焼
き
）
に
つ

い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
が
そ

の
施
設
の
管
理
を
行
う
た
め
に
、

必
要
な
廃
棄
物
の
焼
却

　

例
:
河
川
敷
の
草
焼
き

②
震
災
、
風
水
害
、
火
災
、
凍
霜

害
そ
の
他
の
災
害
の
予
防
、
応

急
対
策
ま
た
は
復
旧
の
た
め
に
、

必
要
な
焼
却
物
の
焼
却

　

例
:
災
害
時
に
お
け
る
木
屑
等

　
　

の
焼
却

③
風
俗
慣
習
上
ま
た
は
宗
教
上
の

行
事
を
行
う
た
め
に
、
必
要
な

廃
棄
物
の
焼
却

　

例
:
ど
ん
ど
焼
き
等
で
門
松
を

　
　

焚
く
行
為

④
農
業
、
林
業
ま
た
は
漁
業
を
営

む
た
め
に
、
や
む
を
得
な
い
も

の
と
し
て
行
わ
れ
る
廃
棄
物
の

焼
却

　

例
:
畑
の
剪
定
枝
や
稲
わ
ら
、

　
　
　

田
畑
の
畔
草
や
伐
採
し
た

　
　

木
枝
の
焼
却

⑤
た
き
火
、
そ
の
他
日
常
生
活
を

営
む
上
で
通
常
行
わ
れ
る
廃
棄

物
の
焼
却
で
あ
っ
て
、
軽
微
な

も
の

　

例
:
落
ち
葉
焚
き
や
キ
ャ
ン
プ

　
　
　

フ
ァ
イ
ヤ
ー

　

例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る

場
合
で
も
、
推
奨
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
焼
却

で
あ
っ
て
も
次
の
こ
と
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
家
庭
か
ら
で
る
ご
み
を
一
緒
に

　

焼
却
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

分
別
し
て
決
め
ら
れ
た
日
に
排

　

出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
タ
イ
ヤ
や
ビ
ニ
ー
ル
、
プ
ラ
ス

　

チ
ッ
ク
類
の
焼
却
は
で
き
ま
せ

　

ん
。

◆
地
域
の
住
民
の
方
に
迷
惑
に
な

　

ら
な
い
よ
う
、
風
量
や
風
向
き
、

　

時
間
帯
等
に
十
分
注
意
し
、
焼

　

却
し
て
い
る
場
所
を
管
理
し
て

　

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　

　

市
民
生
活
課
生
活
環
境
担
当

（
内
線
１
３
１
・
１
３
２
）

分譲住宅の開発事業者に
奨励金を支給します!

分譲住宅の開発事業者に土地を売却した方へ
奨励金を支給します!

　住宅用地の開発により、本市への移住及び定住を促
進するため、宅地開発事業を行う民間事業者に対し、
「民間宅地開発事業奨励金」を支給します。

■奨励金の額
　１区画あたり30万円（上限450万円）
※１区画あたり 200 ㎡以上の区画のみが対象です。
■支給要件
・都市計画法に規定する用途地域内の事業
　（旧韮崎町（一部を除く）と藤井町の一部）
・開発面積が1,000㎡以上
・令和2年4月1日以降に許可申請等を行った事業等
※詳細は、お問い合わせください。
■支給対象期間
　令和2年4月1日から令和3年3月31日まで
※条件を満たした場合は、令和4年3月31日までの

経過措置があります。

　住宅開発を促進するために、右記の分譲住宅の開発
事業者へ土地を売却した方に対し、「民間宅地開発事
業土地提供者奨励金」を支給します。

■奨励金の額
　１㎡あたり1,000円（上限100万円）
■支給要件
・右記民間宅地開撥事業奨励金の支給を受けた事業
　者に対し、直接の譲渡人として、宅地開発事業に
　係る土地を譲渡した者
・都市計画法に規定する用途地域内の土地
　（旧韮崎町（一部を除く）と藤井町の一部）
・市税等を滞納していない者（申請者と生計を一に
　する世帯に属するものを含む。）
■支給対象期間
　令和2年4月1日から令和3年3月31日まで
※条件を満たした場合は、令和4年9月30日までの 　
　経過措置があります。

■問い合わせ　総合政策課 政策推進担当（内線 356）

　

廃
棄
物
（
ご
み
）
の
野
外
で
の

焼
却
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
有

害
物
質
の
発
生
に
よ
り
人
体
へ
悪

影
響
を
及
ぼ
す
だ
け
で
な
く
、
煙

や
に
お
い
に
よ
り
生
活
環
境
が
悪

化
し
、
近
隣
で
生
活
す
る
方
へ
の

迷
惑
に
も
な
り
ま
す
。

　

一
部
の
例
外
を
除
き
、「
廃
棄

物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法

律
」
に
よ
り
、
構
造
基
準
を
満
た

す
焼
却
炉
を
使
用
し
た
焼
却
以
外

は
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
罰
則
の
対

象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

×
禁
止
さ
れ
て
い
る
行
為
×

◆
地
面
の
上
や
、
穴
を
掘
っ
て
の

　

焼
却

◆
ド
ラ
ム
缶
や
ブ
ロ
ッ
ク
を
積
み

　

立
て
た
簡
易
な
焼
却
炉
で
の
焼

　

却
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上下水道課よりお知らせ

　生活の一部として、あたりまえのように使われている水道。蛇口をひ
ねれば、いつでもどこでも簡単に出てくる「安全でおいしい水」を供給
するため、水源地から蛇口まで多くの人が関わり、日々の生活や産業を
支えています。あまりに身近で、気にかけることが少ない水道水ですが、
近年、地震等の災害に強い水道づくりが必要になってきています。水道
の大切さについて、この水道週間を機会に考えてみませんか ?

■水道管の耐震化工事へのご協力とご理解を
　市では、水道管の耐震化工事を継続的に行っています。
　水道の総管路のうち、特に重要とされる管路を基幹管路と定め、計画
的に実施しています。工事に際して、通行や騒音等でご迷惑をおかけし
ますが、ご理解ご協力をお願いします。

■メーター検針にご協力を
　水道メーターの検針を、2か月ごとに行っています。安全で正確な検針ができるよう、次のことに注意し
てメーターまわりを一度点検してください。
　①メーターボックスの上に、物を置かない。　　②メーターボックスの中や周りをきれいにする。 
　③犬は放し飼いにせず、出入口やメーターボックスから離れた場所につなぐ。 

■宅内の漏水チェックを
　漏水かな？と思ったときは、家中のすべての蛇口を閉めた状態で、水道メーター
についているパイロットを確認してください。パイロットが回っていれば、どこか
で水漏れが発生していますので、次の連絡先へ、すぐに修理を依頼してください。

☆韮崎市上水道工事協同組合　☎ 22-3136

※水道メーターは、青か茶か黒のふたのボックスの中にあります。
　（高層アパート等は、各部屋の近くのパイプシャフトの中にある場合もあります。）

■問い合わせ　上下水道課 水道管理担当（内線616・617）

出典：（公社）日本水道協会

飲み水を 未来につなごう ぼくたちで

6月1日から7日までは水道週間

　旭町上條北割地内の旭バイパス甘利山入口信号
付近に、平成28年度から建設を行っていた甘利
第3配水池が完成しました。
　この甘利第3配水池は、容量1,350㎥で、配水
エリアの拡大にも対応できる大きさとなってお
り、ステンレス製で耐久性が高く、耐震化構造に
もなっています。
　これからも皆さんに安全で安心な水の供給を行
えるよう努めていきます。

甘利第3配水池が完成

パイロット
このコマが回るかどうか
しばらく見てください。

　

市
で
は
、
計
量
法
に
基
づ
き

８
年
に
１
度
、
水
道
メ
ー
タ
ー

の
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

該
当
す
る
お
宅
に
は
、
市
か

ら
委
託
を
受
け
た
「
韮
崎
市
上

水
道
組
合
加
盟
の
指
定
店
業

者
」
が
、
事
前
調
査
お
よ
び
取

替
作
業
に
伺
い
ま
す
。
な
お
、

事
前
調
査
の
結
果
、
バ
ル
ブ
や

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
等
の
修
繕

工
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

水
道
メ
ー
タ
ー
の
交
換
に
つ
い
て

水
道
メ
ー
タ
ー
の
交
換
に
つ
い
て

◆
交
換
は
無
料
で
す
。

◆
作
業
す
る
委
託
業
者
は
、
身

　

分
証
明
書
（
顔
写
真
入
り
）

　

を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

◆
立
会
い
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
お
留
守
の
場
合
で
も
取
替
さ

　

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご

　

了
承
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

上
下
水
道
課 

水
道
管
理
担
当

（
内
線
６
１
６
・
６
１
７
）
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防　災
　

台
風
や
大
雨
な
ど
予
測
で
き
る

風
水
害
に
対
し
て
、
い
ざ
と
い
う

時
に
あ
わ
て
な
い
よ
う
に
、
自
分

自
身
や
家
族
の
と
る
べ
き
行
動
に

つ
い
て
「
い
つ
」「
誰
が
」「
何
を

す
る
か
」
を
、
あ
ら
か
じ
め
整
理

し
た
自
分
自
身
の
防
災
行
動
計
画

を
「
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
と

い
い
ま
す
。
事
前
に
作
成
し
、
自

分
の
防
災
行
動
を
整
理
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

　

次
の
こ
と
に
注
意
し
な
が
ら
下

の
表
１
を
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

①
自
宅
や
職
場
に
洪
水
や
土
砂
災

害
の
危
険
が
ど
の
程
度
あ
る

か
、「
洪
水
・
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
」
等
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

②
避
難
場
所
や
避
難
所
、
避
難

ル
ー
ト
を
ご
自
宅
、
通
学
・

通
勤
先
か
ら
の
安
全
な
ル
ー

ト
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

③
避
難
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

気象について 河川について 防災情報 あなたが確認・準備すること

警　戒
レベル 気象台が発令 天候の状況 国・県が

発表
河川の
状況 市が発令 行動の例 あなたと

家族の行動

レベル 
１

台風発生。
風雨はま
だ強くな
い。

・気象情報に
より、台風
予報の確認 

・避難時に準
備するもの
を事前に確
認

レベル 
２

気象注意報 
（大雨注意報
　　　など）

台風接近。
風雨は強
くなる。

・車いすを利
用する祖母
は、指定福
祉避難所へ
の避難準備

レベル 
3

気象警報 
（大雨警報など）

台風さら
に接近。
風雨はさ
らに強く
なる。

河川氾濫
警戒情報

川の水位
が上昇

避難準備・ 
高齢者等 
避難開始

・祖母と付添
の母が、指
定福祉避難
所へ避難す
る。 

・高台にある
親戚宅へ電
話し、避難
していいか
確認し、避
難準備をす
る。

レベル 
４

土砂災害
警戒情報

台風が最
接近・停
滞。豪雨
や暴風と
なる。

河川氾濫
危険情報

さらに上
昇し、河
川敷にも
水が流れ
る。

避難勧告
・親戚宅へ避

難を完了す
る。

避難指示 
（緊急）

※この段階で
家にいる時
は、外に出
ることが危
険であるた
め、家の中
の上層階等
に避難する。

レベル 
５

特別警報 
（大雨特別　
　警報など）

氾濫発生
情　　報

災害発生 
情　　報

事前の確認

◆住んでいる地域の危険 
　□浸水想定区域内　
　□土砂災害警戒区域内 

◆危険はどの程度 
　□浸水深　　　～　　　ｍ 
　□土石流　　　□急傾斜地の崩壊 

◆避難について 
 ・家族で決めた避難先は？ 
　　［　　　　　　　　　　　　　　　　］ 
 ・避難手段と移動時間は？ 
　　［　　　　　　　　、　  　　　   　分］ 
 ・避難に時間がかかる家族（要配慮者）は？ 
　　［　　　　　　　　　　　　　　　　］ 
 ・避難を支援してくれる人は？　
　※近所の人など 
　　［　　　　　　　　　　　　　　　　］ 
 ・避難するタイミングは？ 
　□避難準備・高齢者等避難開始
　□避難勧告 
　□その他［　　　　　　　　　　　　　］

◆避難の際に確認すること 
  □非常持出袋の用意 
  □火の元・戸締り 
  □家族の健康状態（検温など） 
  □開設されている避難所 
  □避難経路の危険箇所 
  □防災情報の取得手段
  　（メルマガ・アプリの登録） 
  □洪水・土砂災害ハザードマップ 
  □気象情報の取得手段
  　（携帯電話・ラジオ）

自
ら
の
判
断
で
避
難
行
動
の
事
前
準
備
を

も
し
も
の
た
め
に備

え
よ
う
！

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
作
成
し
よ
う

　
昨
年
の
台
風
19
号
（
令
和
元
年
東
日
本
台
風
）

を
は
じ
め
、
近
年
は
異
常
気
象
等
に
よ
り
本
市
に

お
い
て
も
、
大
規
模
な
災
害
が
い
つ
発
生
し
て
も

お
か
し
く
な
い
状
況
で
す
。
台
風
や
大
雨
の
時
期

を
迎
え
る
前
に
、
自
ら
の
判
断
で
避
難
行
動
が
取

れ
る
よ
う
に
、
事
前
の
準
備
や
災
害
時
の
対
応
に

備
え
ま
し
ょ
う
。

■表1  マイ・タイムライン （防災行動計画表）

今
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備
蓄
品
等
の
事
前
準
備
を
！

　

こ
の
機
会
に
実
際
に
家
に
あ
る

も
の
を
次
の
表
２
の
確
認
表
で

チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。
避
難

す
る
際
の
非
常
食
や
水
は
、
最
低

３
日
分
の
備
蓄
が
必
要
で
す
。

※
備
蓄
品
の
消
費
期
限
に
注
意
し

　

ま
し
ょ
う
。

※
各
家
庭
の
事
情
に
合
わ
せ
て
、

　

紙
お
む
つ
、
粉
ミ
ル
ク
・
離
乳

　

食
、
流
動
食
、
生
理
用
品
等
も

　

備
蓄
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

避
難
所
に
行
く
前
に

　

避
難
所
な
ど
密
集
し
た
環
境
下

で
の
集
団
生
活
等
に
よ
り
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
感
染
症

が
拡
大
す
る
リ
ス
ク
が
高
ま
る
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
自
宅
で
の

安
全
確
保
が
可
能
な
方
は
、
必
ず

し
も
避
難
所
に
行
く
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
災
害
の
危
険
の

な
い
親
戚
・
知
人
宅
に
避
難
す
る

こ
と
も
考
え
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

在
宅
避
難
時
は
、
毎
日
、
検
温

等
を
行
い
健
康
管
理
に
留
意
し
、

食
料
・
水
・
常
備
薬
等
を
１
週
間

分
程
度
、
備
蓄
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

■
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課 
危
機
管
理
担
当

（
内
線
３
３
９
・
３
９
９
）

防災・新型コロナウイルス感染症に関するお知らせ
■表2  非常持ち出し品・備蓄品確認表
チェック 非常持ち出し品 チェック 備蓄品

□ 飲料水 □ 飲料水（１日１人３ℓ）

□ 懐中電灯 □ レトルト食品・アルファ米

□ ナイフ・缶切り □ 給水用ポリタンク

□ 食品 □ カセットコンロ

□ 携帯ラジオ □ ティッシュペーパー

□ ライター・マッチ □ ウェットティッシュ

□ 衣類 □ 紙皿・紙コップ

□ 軍手 □ ラップ

□ 現金 □ 簡易トイレ

□ 預金通帳 □ 水のいらないシャンプー

□ 免許証 □ ビニール袋

□ 印鑑 □ ランタン

□ 携帯トイレ □ 長靴

□ 乾電池（予備） □

□ 救急箱（常備薬など） □

□ 体温計 □

□ マスク □

□ 薬 □

□ 歯ブラシ □

□ ビニール手袋 □

□ 乳児には粉ミルク・哺乳瓶 □

□ 携帯電話・スマホ用予備バッテリー □

□ 携帯電話充電器 □

       
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
お
知
ら
せ

●
10
万
円
（
特
別
定
額
給
付
金
）

  　

 

の
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
わ
る
経
済
対
策
と
し
て
、
１

人
あ
た
り
10
万
円
が
支
給
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
本
市
で
は
、

５
月
下
旬
以
降
か
ら
順
次
支
給
を

は
じ
め
て
い
ま
す
。

　

お
手
続
き
が
ま
だ
お
済
み
で
な

い
方
は
、
期
日
ま
で
に
お
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
申
請
方
法

　

５
月
中
旬
に
、
世
帯
主
宛
て
に
、

世
帯
員
の
氏
名
や
支
給
額
の
合
計

が
印
字
さ
れ
た
申
請
書
を
郵
送
し

て
い
ま
す
。
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
本
人
確
認
や
振
込
先

の
口
座
が
確
認
で
き
る
書
類
を
添

付
し
て
、
同
封
の
返
信
用
封
筒
で

市
へ
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
期
限

　

令
和
２
年
８
月
下
旬　

※
市
で
申
請
の
受
付
を
開
始
し
て

　

か
ら
３
か
月
以
内

■
問
い
合
わ
せ

　

総
合
政
策
課 
政
策
推
進
担
当

（
内
線
３
５
５
～
３
５
７
）

●
市
税
の
納
付
が
困
難
な
方

　

事
業
に
著
し
い
損
失
を
受
け
た

場
合
な
ど
、
納
税
猶
予
の
申
請
を

す
る
こ
と
で
、
原
則
１
年
以
内
の

期
間
に
限
り
、
徴
収
の
猶
予
が
認

め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
対
象
と
な
る
市
税

　

市
県
民
税
、
固
定
資
産
税
・
都

市
計
画
税
、
軽
自
動
車
税
（
種
別

割
）、
国
民
健
康
保
険
税

■
問
い
合
わ
せ

　

税
務
収
納
課 

収
納
推
進
担
当

（
内
線
１
６
３
～
１
６
６
）

●
水
道
使
用
料
の
納
付
が困

難
な
方

　

納
付
期
日
ま
で
に
、
上
下
水
道

使
用
料
の
納
付
が
困
難
な
方
は
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

上
下
水
道
課 

水
道
管
理
担
当

（
内
線
６
１
６
・
６
１
７
）

●
介
護
保
険
料
の
納
付
が困

難
な
方

　

納
期
限
ま
で
に
、
介
護
保
険
料

の
納
付
が
困
難
な
方
は
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

長
寿
介
護
課 

介
護
保
険
担
当

☎
２
３ｰ

４
３
１
３

　

税
務
収
納
課 

収
納
推
進
担
当

（
内
線
１
６
３
～
１
６
６
）

●
固
定
資
産
税
お
よ
び

　
　
　

都
市
計
画
税
の
軽
減
措
置

　

厳
し
い
経
営
環
境
に
直
面
し
て

い
る
中
小
事
業
者
等
に
対
し
て
、

償
却
資
産
と
事
業
用
家
屋
に
係
る

固
定
資
産
税
お
よ
び
都
市
計
画
税

の
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

※
軽
減
措
置
は
、
令
和
３
年
度
の

　

課
税
に
限
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

税
務
収
納
課 

資
産
税
担
当

（
内
線
１
５
６
～
１
５
８
）

●「
燈と

う

燈と
う

無む

尽じ
ん

応
援
券
」 

を

　
　
　
　
　
　
　
　

発
行
し
ま
す

　

市
内
の
飲
食
業
・
小
売
業
な
ど

の
事
業
所
を
応
援
す
る
た
め
、
20

％
の
プ
レ
ミ
ア
ム
が
付
い
た
、
応

援
券
を
各
店
舗
で
販
売
し
ま
す
。

応
援
券
を
購
入
す
る
こ
と
で
、
事

業
所
の
支
援
に
つ
な
が
り
、
お
得

に
地
元
の
味
が
楽
し
め
ま
す
。
ぜ

ひ
お
求
め
く
だ
さ
い
。

　

販
売
店
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

産
業
観
光
課 

商
工
観
光
担
当

（
内
線
２
１
３
）

●
生
活
困
窮
者

　
　
　
　
　

住
居
確
保
給
付
事
業

　

離
職
な
ど
に
よ
り
経
済
的
に
困

窮
し
、
住
居
を
喪
失
す
る
お
そ
れ

の
あ
る
方
に
、
家
賃
相
当
分
の
給

付
金
を
支
給
し
、
就
労
機
会
の
確

保
に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課 

福
祉
総
合
相
談
担
当

（
内
線
１
８
１
～
１
８
５
）

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
随
時
更
新
し
て
い
ま
す
の

　
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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編
物
講
習
会
（
要
申
込
）

　

か
ぎ
針
を
使
っ
て
夏
物
ウ
ェ
ア

を
編
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時　

6
月
27
日（
土
）

　
　
　
　

10
時
～
15
時

■
場
所　

ニ
コ
リ
１
階 

　
　
　
　

会
議
室
５

■
内
容　

①
葉
っ
ぱ
模
様
の
ベ
ス
ト

　

 

（
か
ぎ
針
５
号
）
５
，０
０
０
円

②
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
風
プ
ル
オ
ー
バ
ー

　

 

（
か
ぎ
針
３
号
）
８
，０
０
０
円

③
リ
ボ
ン
付
き
帽
子

　

 

（
か
ぎ
針
８
号
）
２
，３
０
０
円

※
申
込
み
の
際
に
作
り
た
い
作
品 

　

を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
定
員　

20
名

　
　
　
　

※
最
少
催
行
人
数
５
名

■
講
師　

山
梨
編
物
手
芸
の
会

苔
玉
作
り
教
室
（
要
申
込
）　

　

癒
し
の
苔
玉
を
作
っ
て
み
ま
せ

ん
か
？

　

イ
ン
テ
リ
ア
と
し
て
も
オ
ス
ス

メ
で
す
！

■
日
時　

６
月
28
日（
日
）

　
　
　
　

13
時
～
15
時

■
場
所　

ニ
コ
リ
１
階　

　
　
　
　

陶
芸
・
工
作
室

年
前
の
縄
文
人
の
暮
ら
し
を
感
じ

て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時　

７
月
３
日
、
８
月
７
日
、

　
　
　
　

９
月
４
日
、
10
月
２
日
、

　
　
　
　

11
月
６
日

　
　
　
　

※
い
ず
れ
も
金
曜
日

　
　
　
　

18
時
30
分
～
20
時
30
分

  　
　
　
（
全
日
出
席
可
能
な
方
）

■
場
所　

ニ
コ
リ
工
作
室

■
講
師　

韮
崎
市
教
育
委
員
会

閏
間　

俊
明 

氏

■
参
加
費　

無
料

■
定
員　

５
名

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
タ
オ
ル

■
申
込
み　

６
月
２
日（
火
）よ
り

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
予
定
し
て
い
ま

し
た
次
の
自
主
事
業
・
イ
ベ
ン
ト

は
延
期
・
中
止
と
し
ま
す
。

（
延
期
の
催
し
に
つ
い
て
は
、
実

施
日
時
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
改
め

て
告
知
を
し
ま
す
。）

【
延
期
】
代
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

　
　
　

 

講
座

　
　
　

 

６
月
４
日
・
11
日
・
18
日
・   

　
　
　

 

25
日

　
　
　

 

※
い
ず
れ
も
木
曜
日

【
延
期
】 

放
送
大
学
公
開
講
座

　
　
　
「
金
属
入
門

　
　
　

～
歴
史
・
工
芸
・
工
業
～
」

　
　
　

 

６
月
13
日（
土
）

【
延
期
】 

探
求
教
室

　
　
　
『
ク
リ
ス
タ
ル
・
マ
ス
タ
ー

　
　
　

～
き
ら
き
ら
水
晶
教
室
～
』

　
　
　

 

６
月
14
日
、
７
月
12
日
、

　
　
　

 

８
月
９
日
、
９
月
13
日

　
　
　

 

※
い
ず
れ
も
日
曜
日

【
中
止
】 

お
は
な
し
会
と
折
り
紙

　
　
　

 

遊
び

　
　
　

 

６
月
13
日(

土)

【
中
止
】 

朗
読
の
つ
ど
い

　
　
　

 

６
月
20
日(

土)

【
中
止
】 

だ
っ
こ
の
会

　
　
　

 

６
月
25
日(

木)

『
Ｏ
ｖ
ｅ
ｒ 

ｔ
ｈ
ｅ 

Ｒ
ａ
ｉ
ｎ
ｂ
ｏ
ｗ

　
　
　

～
虹
の
彼
方
に
～
』
展
示

　

降
り
続
い
た
雨
の
後
に
は
、
美

し
い
虹
が
架
か
り
ま
す
。
ど
ん
な

時
も
希
望
を
捨
て
ず
、
前
を
向
い

て
歩
い
て
行
く
、
未
来
は
き
っ
と

明
る
い
。
そ
ん
な
願
い
を
込
め
て
、

７
色
の
虹
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
展
示

を
行
い
ま
す
。

■
展
示
期
間　

　

６
月
２
日(

火)

～
28
日(

日
）

「
第
７
回
韮
崎
市
図
書
館
を
使
っ

た
調
べ
る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル
」

　

本
年
度
も
図
書
館
を
使
っ
た
調

べ
る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し

ま
す
。
身
の
回
り
で
見
つ
け
た
疑

問
や
ニ
ュ
ー
ス
で
取
り
上
げ
ら
れ

て
気
に
な
っ
た
こ
と
、
自
分
の
興

味
の
あ
る
こ
と
や
韮
崎
に
関
す
る

こ
と
な
ど
、
テ
ー
マ
は
自
由
で
す
。

韮
崎
市
在
住
・
在
学
の
小
中
学
生

な
ら
ば
ど
な
た
で
も
応
募
可
能
で

す
。
図
書
館
で
は
、
調
べ
る
学
習

を
応
援
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
展
示
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
ご
興
味
を
お

持
ち
の
方
は
お
気
軽
に
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

■
作
品
募
集
期
間

　

８
月
12
日(

水)

～
30
日(

日)　

　

※
必
着

　

韮
崎
市
内
の
小
中
学
校
に
通
う

児
童
・
生
徒
は
学
校
を
通
じ
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

作
品
の
募
集
要
項
等
に
つ
い
て

は
、
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

参
照
く
だ
さ
い
。

調
べ
る
学
習
応
援
講
座

■
日
時　

①
７
月
23
日(

木
・
祝)

　
　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時

　
　
　
　

②
８
月
２
日(

日)　

　
　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時

■
内
容　

テ
ー
マ
の
決
め
方
や
ま

　

と
め
方
な
ど

■
場
所　

ニ
コ
リ
２
階
会
議
室
９

　
　
　
　
（
２
回
共
通
）

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー  

ニ
コ
リ

ニ
コ
リ  

イ
ベ
ン
ト

ニ
コ
リ
主
催

イ
ベ
ン
ト

☎
２
２ｰ

１
１
２
１

大
村
記
念

図
書
館

☎
２
２ｰ

４
９
４
６

■
参
加
費　

１
，５
０
０
円

　
　
　
　
　
（
材
料
費
込
）

■
持
ち
物

　

薄
い
手
袋
、
前
掛
け
、
持
ち
帰

り
用
の
袋
、
あ
れ
ば
苔
玉
用
の
器

（
７
～
８
㎝
位
）

■
定
員　

20
名　

　
　
　
　

※
最
少
催
行
人
数
５
名

■
講
師　

苔
玉
工
房 

風
花

原 

桜
月 

さ
ん

■
各
講
座
申
込
方
法　

　

ニ
コ
リ
１
階
総
合
受
付
で
参
加

費
を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
な
び
ｎ
ｏ
サ
ロ
ン
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
つ
な

「
し
ゃ
べ
ら
ん
会
」中
止
の
お
知
ら
せ

　

６
月
11
日
（
木
）に
予
定
し
て
い

ま
し
た「
し
ゃ
べ
ら
ん
会
」
は
、新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
中
止
し
ま
す
。

韮
崎
市
教
育
委
員
会
共
催

「
縄
文
土
器
復
元
講
座
」（
全
５
回)

 

～
よ
み
が
え
れ
‼
縄
文
土
器
～

　

韮
崎
か
ら
発
掘
さ
れ
た
本
物
の

縄
文
土
器
の
欠
片
（
か
け
ら
）
を

つ
な
げ
て
、
実
際
に
土
器
を
復
元

す
る
体
験
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

復
元
を
と
お
し
て
、
５
，０
０
０

中
央
公
民
館

☎
２
０ｰ

１
１
１
５
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知っ得！食育ひろば ー 食改推の簡単レシピ！ ー

■
申
込
み　

６
月
20
日(

土)

よ
り

　

図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
ま
た
は
電

　

話
に
て
受
付

※
内
容
は
共
通
の
た
め
、
ど
ち
ら

　

か 

一 

方
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

調
べ
る
学
習
相
談
会

　

夏
休
み
期
間
中
、
随
時
実
施
。

　

調
べ
方
や
、
本
の
探
し
方
な
ど

お
気
軽
に
ス
タ
ッ
フ
へ
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

　

館
内
で
は
、
昨
年
度
の
入
選
作

品
レ
プ
リ
カ
の
展
示
等
も
行
っ
て

い
ま
す
。

　

に
ら
★
ち
び
で
は
、
い
ろ
い
ろ

な
あ
そ
び
や
、
イ
ベ
ン
ト
を
ご
用

意
し
て
い
ま
す
。

　

息
抜
き
に
、
友
達
作
り
に
、
遊

び
に
き
ま
せ
ん
か
？

（
予
約
不
要
・
参
加
費
無
料
）

ブ
ロ
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

■
日
時　

６
月
５
日（
金
）

　

   　

   

10
時
～
11
時

新
聞
紙
あ
そ
び

■
日
時　

６
月
６
日（
土
）

　
　
　

   

10
時
30
分
～
11
時

赤
ち
ゃ
ん
ひ
ろ
ば

■
日
時　

６
月
10
日
・
24
日

　
　
　
　

※
い
ず
れ
も
水
曜
日

　
　
　
　

10
時
～
14
時

に
ら
★
ち
び
音
楽
部

■
日
時　

６
月
18
日（
木
）

　
　
　
　

13
時
15
分
～
13
時
30
分

キ
ッ
ズ
ひ
ろ
ば

■
日
時　

６
月
23
日（
火
）

　
　
　
　

10
時
～
14
時

に
ら
★
ち
び
デ
ビ
ュ
ー
Ｄ
Ａ
Ｙ

■
日
時　

６
月
25
日（
木
）

　
　
　
　

10
時
20
分
～
11
時

※
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
や
場
所

　

等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
に
ら

　

★
ち
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

　

く
だ
さ
い
。

子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー

☎
２
３ｰ

７
６
７
６

ポイント！
・いわしやさんまの缶詰でも利用できます。
・手軽に買えて、時間短縮にもなる缶詰を活用しましょう！

【
作
り
方
】

①
大
根
は
２
㎝
幅
の
半
月
切
り

　

に
す
る
。

②
さ
ば
缶
の
汁
を
鍋
に
入
れ
、

　

水
・
酒
・
粉
末
和
風
だ
し
と

　

大
根
を
入
れ
て
、
火
が
通
る

　

ま
で
煮
る
。

③
大
根
が
煮
え
た
ら
、
さ
ば
缶

　

の
身
も
加
え
ひ
と
煮
立
ち
さ

　

せ
、
火
を
止
め
る
。

【
栄
養
量
（
１
人
分
）】

　

エ
ネ
ル
ギ
ー　

１
６
０
㌔
㌍

　

食
塩
相
当
量　

１
．３
㌘

■
問
い
合
わ
せ

　

健
康
づ
く
り
課

　
　
　
　

健
康
増
進
担
当

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
２
３–

４
３
１
０

「さば缶と大根の煮物」
旨みのあるお手軽煮物！

  【材料（1 人分）】

　●さばみそ煮（缶詰）……   75g
　●大根 ……………………  100g
　●酒 …………………… 小さじ2
　●粉末和風だし …… 小さじ1/4
　●水 ………………………  75㎖

～毎月19日は食育の日～
6月は食育月間です！

●
雇
用
調
整
助
成
金申

請
費
補
助
金

　

従
業
員
な
ど
の
雇
用
の
維
持
を

図
る
た
め
、
雇
用
調
整
助
成
金
ま

た
は
、
緊
急
特
定
地
域
特
別
雇
用

安
定
助
成
金
の
申
請
に
要
し
た
費

用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

■
補
助
額　

委
託
料
の
２
分
の
１

（
小
規
模
事
業
者
は
10
分
の
10
）

※
上
限
10
万
円

■
問
い
合
わ
せ

　

産
業
観
光
課 

商
工
観
光
担
当

（
内
線
２
１
３
）

●
小
規
模
事
業
者
応
援
給
付
金

　

事
業
の
継
続
を
応
援
す
る
た
め
、

市
内
で
事
業
を
行
う
小
規
模
事
業

者
に
、
10
万
円
（
応
援
給
付
金
）

を
支
給
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

産
業
観
光
課 

商
工
観
光
担
当

（
内
線
２
１
３
）

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
随
時
更
新

　

し
て
い
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ

　

い
て
は
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
を

受
け
て
い
る

事
業
者
の
方
へ

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、
イ
ベ
ン
ト
等
が
中
止
・
延
期

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
細
は
各
施
設
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
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に
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

　

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

　

１
期
：
生
後
12
ヶ
月
～
24
ヶ
月

　
　
　
　

未
満
（
２
歳
の
誕
生
日

　
　
　
　

前
日
ま
で
）

　

２
期
：
小
学
校
就
学
前
の
１
年

　
　
　
　

間
（
年
長
児
）

　

※
対
象
者
に
は
予
診
票
を
送
ら

　
　

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ

　

健
康
づ
く
り
課

　

健
康
増
進
担
当

　

☎
２
３–­

４
３
１
０

転
用
等
農
地
の
許
可
申
請

　
　

受
付
期
間
の
変
更
に
つ
い
て

　

７
月
19
日
に
現
在
の
農
業
委
員

等
の
任
期
が
満
了
す
る
こ
と
に
伴

い
、
左
記
の
通
り
７
月
分
の
申
請

受
付
期
間
を
変
更
し
ま
す
。
相
談

お
よ
び
申
請
は
早
目
に
お
願
い
し

ま
す
。
な
お
、
８
月
以
降
は
通
常

の
受
付
期
間
と
な
り
ま
す
。

通
常
：
毎
月
４
日
～
10
日

　
　
　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

令
和
２
年
７
月
分
受
付
：

　
　
　

令
和
２
年
６
月
26
日（
金
）

　
　
　
　
　
　

～
７
月
３
日（
金
）

■
問
い
合
わ
せ

　

農
業
委
員
会
事
務
局

（
内
線
２
２
６
）

特
設
人
権
相
談
中
止
の
お
知
ら
せ

　

６
月
１
日
に
予
定
し
て
い
ま
し

た
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
特
設
人

権
相
談
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
中
止

と
な
り
ま
し
た
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

総
合
政
策
課 

政
策
推
進
担
当

（
内
線
３
５
７
）

麻
し
ん
（
は
し
か
）に

　
　
　
　
　

ご
注
意
く
だ
さ
い
‼

　

麻
し
ん
は
毎
年
春
か
ら
夏
に
か

け
て
流
行
し
ま
す
。

●
麻
し
ん
と
は
…

　

感
染
力
が
非
常
に
強
く
、
感
染

す
る
と
発
熱
や
咳
、
鼻
水
な
ど
の

風
邪
症
状
が
現
れ
、
そ
の
後
高
熱

と
発
疹
を
伴
う
感
染
症
で
す
。

●
予
防
す
る
に
は
…

　

予
防
接
種
が
有
効
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
な
お
、
公
費
接
種
の
対

象
年
齢
は
次
の
と
お
り
で
す
の
で
、

か
か
り
つ
け
医
に
接
種
時
期
を
ご

相
談
の
う
え
、
公
費
接
種
期
間
内

　

お
知
ら
せ

ス
ト
ッ
プ　

不
法
電
波

　

総
務
省
で
は
、
６
月
１
日
か
ら

６
月
10
日
ま
で
を
「
電
波
利
用
環

境
保
護
周
知
啓
発
強
化
期
間
」
と

し
て
、
電
波
を
正
し
く
利
用
し
て

い
た
だ
く
た
め
の
周
知
・
啓
発
活

動
お
よ
び
不
法
無
線
局
の
取
締
り

を
強
化
し
ま
す
。

　

電
波
は
暮
ら
し
の
中
で
欠
か
せ

な
い
大
切
な
も
の
で
す
。
電
波
の

ル
ー
ル
は
み
ん
な
で
守
り
ま
し
ょ

う
。

■
問
い
合
わ
せ

　

関
東
総
合
通
信
局

●
不
法
無
線
局
に
よ
る
混
信
・
妨

　

害

　

 

☎
０
３–

６
２
３
８–

１
９
３
９

●
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
受
信
障
害

　

 

☎
０
３–

６
２
３
８–

１
９
４
５

ゆ
～
ぷ
る
に
ら
さ
き
の

　
　
　
　
　

臨
時
休
館
に
つ
い
て

　

ゆ
～
ぷ
る
に
ら
さ
き
で
は
、
空

調
機
器
更
新
工
事
の
た
め
、
次
の

期
間
、
臨
時
休
館
し
ま
す
。

　

お
客
様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お

掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
程　

６
月
１
日（
月)
～

　
　
　
　
　
　

30
日(

火
）(
予
定)

■
問
い
合
わ
せ

　

産
業
観
光
課 

商
工
観
光
担
当

　
　
（
内
線
２
１
３・
２
１
４
）

穂
坂
自
然
公
園
イ
ベ
ン
ト
情
報

①
森
林
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
会

　

公
園
内
の
豊
か
な
自
然
の
中
で

ビ
ン
ゴ
カ
ー
ド
の
各
マ
ス
に
書
か

れ
た
も
の
を
探
し
て
歩
く
イ
ベ
ン

ト
で
す
。

■
日
時　

６
月
14
日(

日
）

　
　
　
　

10
時
～
12
時

■
定
員　

15
名

■
参
加
費　

１
０
０
円

■
申
込
み　

６
月
１
日
～
13
日

②
自
然
公
園
散
策
＆
観
察
会

　

公
園
内
を
散
策
し
な
が
ら
、
季

節
の
草
花
や
花
木
、
小
鳥
た
ち
を

観
察
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

■
日
時　

６
月
21
日(

日
）

　
　
　
　

10
時
～
12
時

■
定
員　

15
名

■
参
加
費　

１
０
０
円

■
申
込
み　

６
月
１
日
～
20
日

③
ト
レ
ラ
ン
コ
ー
ス
体
験

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会

　

累
積
標
高
３
５
０
ｍ
の
ト
レ
ラ

ン
コ
ー
ス
で
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
体

験
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

■
日
時　

６
月
28
日(

日
）

　
　
　
　

10
時
～
12
時

■
定
員　

15
名

■
参
加
費　

１
０
０
円

■
申
込
み　

６
月
１
日
～
27
日

※
い
ず
れ
も
雨
天
中
止

※
歩
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く

　

だ
さ
い
。

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

穂
坂
自
然
公
園

　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

☎
３
７–

４
３
６
２

世
界
遺
産
登
録
記
念ク

イ
ズ
ラ
リ
ー

　

富
士
山
科
学
研
究
所
と
富
士
山

世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
で
ク
イ
ズ
ラ

リ
ー
に
挑
戦
し
、
富
士
山
に
つ
い

て
学
び
ま
し
ょ
う
。
両
施
設
の
ク

イ
ズ
ラ
リ
ー
に
挑
戦
し
た
方
に
は
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
！

■
日
時　

　

６
月
20
日(

土)

～
22
日（
月
）

　

９
時
～
17
時

■
場
所　

　

山
梨
県
富
士
山
科
学
研
究
所

　

山
梨
県
立
富
士
山
世
界
遺
産

　

セ
ン
タ
ー

※
施
設
を
ま
わ
る
順
番
は
自
由

■
対
象　

中
学
生
以
下

■
参
加
費
・
入
館
料　

無
料

■
定
員　

無
し

※
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
両
施
設
と
も
、

　

先
着
25
名
ま
で
。

■
問
い
合
わ
せ

　

山
梨
県
富
士
山
科
学
研
究
所

　

環
境
教
育
・
交
流
部

　

広
報
・
交
流
担
当

☎
０
５
５
５–­­

７
２­­­–­

６
２
０
６

　

イ
ベ
ン
ト

　

相　

談

広　報
にらさき

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

inform
ation
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令
和
２
年
度

給
水
装
置
工
事
主
任
技
術
者
試
験

受
験
願
書
受
付
中

■
試
験
日　

10
月
25
日（
日
）

■
受
験
手
数
料　

１
６
，８
０
０
円

■
受
験
資
格

　

給
水
装
置
工
事
に
関
し
て
３
年

以
上
の
実
務
経
験
を
有
す
る
者

■
申
込
方
法

　

公
益
財
団
法
人
給
水
工
事
技
術

振
興
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http

s://w
w
w
.kyu

u
kou

.or.jp

）

に
掲
載
す
る
「
受
験
案
内
」
を
ご

覧
の
う
え
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

申
込
書
作
成
シ
ス
テ
ム
」
に
従
っ

て
入
力
し
た
受
験
申
請
書
類
を
送

付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間　

７
月
３
日(

金
）

　
　
　
　
　
　

消
印
有
効

※「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
書
作

　

成
シ
ス
テ
ム
」 

稼
働
期
間
は
７

　

月
３
日
17
時
ま
で

■
問
い
合
わ
せ

　

公
益
財
団
法
人

　
　
　

給
水
工
事
技
術
振
興
財
団

☎
０
３–

６
９
１
１–

２
７
１
１

★
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
含
む
感
染
症
対
策
の
基
本
は
、「
手
洗
い
」
や
「
マ
ス
ク
の
着
用
を
含
む
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」
で
す
。

　

募　

集

●国民健康保険より

　5月に韮崎市国民健康保険で支払った額 （保険者負担額） は、
147,297,221 円 （前年同月比 1.52％減） で、１人あたりの保険
者負担額は、22,392 円 （前年同月比 0.43%増） でした。引き
続き健康に気をつけ医療費の節約にご協力ください。

●市の人口　５月１日現在　　     　 　　　 （前月比）

　　男　　14,501 人（うち外国人 242 人）	 18 人減
　　女　　14,572 人（うち外国人 274 人）	 33 人減
　　計　　29,073 人（うち外国人 516 人）	 51 人減
　世帯数　12,665 世帯		  13 世帯増

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
イ
ベ
ン
ト
等

が
中
止
・
延
期
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

詳
細
は
各
施
設
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

令和２年度の総合健診の実施について
7月中の健診はコロナウイルスのため中止に

■7月7日～ 7月31日の健診は中止します
　　令和2年度の 「総合健診」 の日程については、4月に 「健康カレンダー（広報に添付）」 および 「地区
回覧」 でお知らせをしているところですが、 この度の新型コロナウイルス感染症の影響により、7月
の健診を中止することとしました。 市民の皆さんのご理解とご協力をお願いします。

　◎ 中止となる健診日程 
　　　7月　7日 (火) つぶらの会館　　　　7月22日 (水) 穴山ふれあいホール
　　　7月　8日 (水) 清哲会館　　　　　　7月25日 (土) 保健福祉センター
　　　7月　9日 (木) 神山体育館　　　　　7月26日 (日) 保健福祉センター
　　　7月10日 (金) 旭体育館　　　　　　7月30日 (木) 東京エレクトロン韮崎文化ホール
　　　7月18日 (土) 保健福祉センター　　7月31日 (金) 東京エレクトロン韮崎文化ホール

■9月以降に予定している健診の実施は あらためてご案内します
　　例年、対象となる方には6月下旬に「健診キット」を送付し、事前予約なしで受付をしていました

が、現在、9月以降の健診の実施方法を調整しています。
　　実施方法が決定後、対象の方へご案内を郵送するとともに、広報・ホームページでもお知らせさ
せていただきますので、お待ちください。

◎ 受診のご案内 　次の方には、健診受診のご案内を実施方法が決定後、郵送します。
・特定健診対象者（韮崎市国民健康保険に加入の40～74歳※

　 の方）
・過去に市総合健診の受診歴がある19～39歳※、75歳※ 以上の方など

■問い合わせ　健康づくり課 健康増進担当　☎23-4313

※年齢は、年度末の
　年齢です。

　

４
月
19
日（
日
）
に
開
催
を
予

定
し
て
い
た
「
第
39
回
深
田
祭
」

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
中
止
と
し
ま
し

た
が
、
深
田
祭
実
行
委
員
会
関
係

者
に
よ
り
、
碑
前
で
の
献
花
の
み

執
り
行
い
ま
し
た
。

　

深
田
久
弥
氏
は
、
１
９
０
３
年
、

石
川
県
大
聖
寺
町
（
現
在
の
加
賀

市
）
に
生
ま
れ
、「
日
本
百
名
山
」

に
代
表
さ
れ
る
小
説
家
、
ま
た
、

日
本
の
山
岳
界
に
多
大
な
功
績
を

残
さ
れ
た
登
山
家
と
し
て
知
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

１
９
７
１
年
、
茅
ヶ
岳
を
登
山

中
に
、
脳
卒
中
の
た
め
急
逝
さ
れ

ま
し
た
。
68
歳
の
生
涯
で
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

深
田
祭
実
行
委
員
会

☎
０
５
５
１–­­

２
２–­­

１
９
９
１

故
・
深
田
久
弥
氏 

を
偲
ん
で
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愛の献血が実施されました
　4月 17 日（金）、韮崎市献血推進協議会の主催により、市役所庁
舎東側駐車場で献血が実施されました。「少しでも困っている人の
助けになればうれしい。」と 1日で約 50名の方が献血に協力してく
れました。主催者からは、「現在、新型コロナウイルスの影響で血
液の在庫が少なくなっている。多くの人に協力してもらえてとても
感謝している。」とお話をいただきました。

布マスクをご寄付いただきました
　4月 15日（水）、韮崎市商工会女性部の皆さんから手作りの布マ
スク 320 枚をご寄付いただきました。縦 11㎝、横 15㎝の白いマ
スクは、試行錯誤を重ねながら、それぞれの自宅や商工会の会議室
で部員 10人ほどで作ったそうです。1つ 1つに分けられた袋には、
長く使えるようにと、手洗いの方法が書かれた紙が同封されていま
した。部の皆さんからは「新型コロナウイルスの 1日も早い終息
を願って、みんなで協力して作った。感染症予防にぜひ役立てて欲
しい。」とごあいさついただきました。

マスクを提供させていただきました
　4月 23日（木）、韮崎市医師会・韮崎市歯科医師会へ合計 4,000
枚のサージカルマスクを提供させていただきました。新型コロナウ
イルス感染拡大防止のため、医療現場の最前線で尽力してくださっ
ている医療従事者の皆さんへ、診療時に役立てていただけるように
贈らせていただきました。韮崎市医師会の霜村かおり会長と韮崎市
歯科医師会の守屋直木会長からは「市内のどの医療機関でもマスク
が不足している。ありがたく使わせてもらう」と感謝の言葉をいた
だきました。

ウェルカムメッセージを収録しました
　４月９日（木）、韮崎、穂坂、韮崎北東、韮崎北西、甘利の市内
５つの小学校で、新入生に向けたウェルカムメッセージを収録しま
した。新型コロナウイルスの影響で入学式が延期してしまい、残
念な思いをしている新入生に向けて、「楽しい勉強やおいしい給食、
上級生たちや先生たちも会えるのを楽しみにしているよ」とメッ
セージを送りました。収録したメッセージは、エフエム八ヶ岳の番
組「ニーラ韮崎すまいるニコリ」で放送され、新入生に届けられま
した。

特別定額給付金特別定額給付金をを装った装った詐欺詐欺にご注意をにご注意を‼‼
■ 給付金を支給するために、市町村などが現金自動預払機（ATM）

の操作をお願いすることは、絶対にありません。
■給付金を支給するために、市町村などが手数料の振込みを求める

ことは、絶対にありません。

まちかどトピックスまちかどトピックス
MACHIKADO TOPICS


